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発展途上国の開発政策と経済成長

木　旧　　　豊

※本論文は，１９８４年度理論計量経済学会西部部会（於立命館大学）で報告したもの

　である。コメソターの川鍋嚢先生（神戸商科大学教授）から有益な コメソトをい

　ただいたことに心から感謝する 。尚，ありうべき過誤は全て筆者のものであるこ

　とはいうまでもない 。

１章本論文の目的

　ＮｉＣｓ を中心とする発展途上国は，ｒ輸出志向工業化」政策によっ て， 高度経

済成長を達成してきたといわれている。しかしその代僕として，累積債務の璃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
大・ 慢性インフレ ・経済構造の歪みなどを生み出した。このような間題を内包

した経済状況の中で，発展途上国が輸出をテ コに工業化政策を引き続き推進す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
ることは，経済成長にプラスたのであろうか 。

　本論文は，このような間題意識を背景に，発展途上国の輸出志向型開発政策

の経済成長へのｉｍｐａｃｔを調べ，その有効性を論ずることを目的としている 。

　我々は２章で，分析のためのモデルを提示し，３章で具体的分析を行い，い

くつかの結果を導出し，４章でその経済的合意を吟味し，若干の結論を示すこ

とにする 。

２章　モ　　デ　　ル

　　　　　　　　　　３）
　（１）　モデルの特徴

○　ある一定発達した発展途上国を想定し，当該国は投資財と消費財の２財を

　　　　　　　　　　　　　　　　（３２１）
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自カで生産することができる。ただし，投資財の生産には，自国の資本と労働

及び先進国から輸入された資本中問財のｍｐｕｔが必要である。消費財の生産は ，

自国の資本と労働のみによっ て行われる。尚，生産関数はレオソチ ェフ型を想

定する 。

　◎　当該国の経済政策は，消費財の輸出をテ コに自国の重化学工業化（投資

財部門の成長）を実現することを目標としている。このよう抵「輸出志向型工業

化」は，（ｉ）国際収支制約の緩和，（ｉｉ）輸出でえた利潤を工業化のために重点的に

配分できるという２点において有用である 。

　　　ｒ輸出志向型工業化」を推進するため，政府は，次の２つの政策手段を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
もっていると仮定する 。（ｉ）輸出価格の決定権　（ｉｉ）輸出で稼得された利潤の二部

　　　　５）
門への配分権（ｅＸ 消費財部門への課税による）。

　　　市場の不均衡は，投資財部門は数量調整によつ て， 消費財部門は価格調

整によっ てｃ１ｅａｒされる 。

　　　貿易収支は赤字であるが，外国からの資金援助及ぴ借り入れによっ てフ

ァイナソスされ，一定の貿易収支赤字は許容される。しかし，許容範囲を超え

る時は，国内調整が必要とな ってくる 。

　　　イソフレについては，それが間題にならない段階と，イソフレ制約によ

る国内調整が必要な段階の２つを想定する 。

　¢　当該国は，消費財の生産を輸出と国内需要に回す。投資財は国内需要の

みを満たす 。

　（２）短期均衡

　◎　生産

　投資財部門は，需要に見合って既存の資本ストヅ クの稼動率が決まると生産

も決まる。生産が決まると，それに必要な雇用量及び輸入量が決まる 。

　消費財部門の生産は既存の資本ストックによっ て観定される（したがって雇用

量も）。

　以上を定式化すると次のように恋る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３２２）
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　　投資財部門

　　　ｙ１＝ｏ１６Ｋ１

　　　Ｗ。＝ろ１ｙ１

　　　〃。＝０１ ｙ１

　　消費財部門

　　　ｙ。＝０．Ｋ．

　　　Ｗ。＝ろ。ｙ。

　　　ただし ，

　　　ｙ１， ｙ。： 生産量

　　　Ｋ，Ｋ．１ 資本ストック

　　　６　　 ：稼動率

　　　Ｎ１， Ｎ。： 雇用量

　　　”１　 ．資本中間財の輸入量

　　　 ０１，０。： 産出 ・資本係数

　　　ろ １， ろ。： 雇用 ・産出係数

　　　 ６、　　 ：輸入 ・産出係数

　＠　市場均衡

　投資財部門は，投資財部門と消費財部門の投資需要が与えられると，それに

見合って稼動率が決まり供給量が与えられる 。

　消費財部門は，輸出と国内需要の和として総需要が決まり ，一方では総供総

が与えられ，総需要＝総供給となるように消費財価格が変動する。以上を定式

化すると次のようにたる 。

　　投資財部門

　　　 ｏ．６Ｋ。：１１＋１。　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
’

　　消費財部門

体Ｐ芹・”峠仙 （２） ’

ただし ，

（３２３）
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　　ヱ１， １。： 投資量

　　　Ｐ。＊　： 輸出価格

　　　Ｅ　　 ：輸出量

　　Ｐ。　　 ：国内消費財価格

　　　〃　　 ：貨幣賃金率（ｇｉＶｅｎ）

　　国際収支

貿易収支の赤字は外国からの借り入れによっ てファイナソスされる 。

　　　　　　　１　　　－Ｐ閉〃。一一１） ＊Ｅ＝ア　　　　　　　　　　　　　　（３）
’

　　　　　　　ｑ

　　　ただし ，

　　　ｐ舳　　：輸入価格（ド ノレ建て）

　　　ｑ　　 ：為替 レート（邦貨建て）（以下，９＝１とおく）

　　　Ｆ　　 ：フローの債務

　＠式の変形
　（１）’ （２） ’（３）

ワで短期均衡が達成される。以下の分析のため必要な式の変移を行う 。

　　　 ・。６＝劉十刃ｇ。　　　　　　　　　　　　　　　（１）
　　　
…一・・Ｗ）…（ろ

・１
・６

１…

）　　　　
（・）

　　　Ｒ 閉６１０１６一刃Ｒ。＊６（Ｒ。＊）＝ア　　　　　　　　　　　　（３）

　　　ただし ，

　　　
１１

　　
１・

　　１し…刃　　　Ｋ…＆・Ｋ
、…９・・ 垣

　　　・…景
・・…、

先・ ・・ 芦・
〃…寄

　　　・
一一
含・
アー、
矢（ア＞・）

　（１）’をＫ。でｄｅＨａｔｅ すると（１），
（２）ク

をＰ．Ｋ。でｄｅＨａｔｅ すると（２）がえられる 。

　　　　　　Ｅ　　、　　 、　　　　 。一
Ｐ。＊

ここで偉ｐ１私であるが・我々はｇが丁 の関数と考える
・この時（３）’を

戸。Ｋ。 でｄｅＨａｔｅ すると（３）をえる
。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３２４）



　　　　　　　　　　発展途上国の開発政策と経済成長（本田）　　　　　　　　　　　５

　ｇ
。， ｇ。，刃が与えられると ，（１）より６ ，（２）よりＰ，（３）よりアが決まり短期均

衡が達成される 。

　　　　　　　　６）
　（蔓）動学モデ ノレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
　体系が動学化するためには，投資関数の特定化が必要である 。

　（ｉ）投資財部門の投資関数

　我々は，投資財部門の投資は，（イ）自部門の利潤率，（口）消費財部門の輸出によ

る利潤のうち，投資財部門に配分される部分，バ国際収支制約の３つに影響さ

れると考える 。

　（イ）について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
　企業家が投資を決意するためには，現実の利潤率が，要求利潤率より高いこ

とが必要であろう 。したが って，現実の利潤率と要求利潤率の差が投資に影響

を与えると想定することができる 。

　（口）について

　工業化をめざす途上国では，消費財部門からの資金の移転は，投資に大きた

影響を与える。それが大きけれぼ大きいほど投資財部門は投資を拡大しようと

するであろう 。

　いについて

　投資財部門は，資本中問財を輸入しているため，外貨制約が投資に影響を与

える。外国からの援助や借り入れによっ て貿易収支の一定の赤字は許容され ，

投資にはマイナ刈こ作用したいで，貿易収支赤字がその許容範囲を超えると外

貨不足により投資にプイナスに作用する 。

　以上（イ）（口）いを記号化すると次のようになる 。

　（イ）〃。＝Ｐ．ｙｒ〃ＮｒＰ〃〃。

　（口）カＰ。＊Ｅ（Ｐ。＊）

　バ　戸一Ｅ

　　　ただし

　　　〃 １　 ：利潤

　　　　　　　　　投資財部門への移転分
　　　〃　　　　　　　’輸出によっ て稼得される利潤

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３２５）
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　　　亙　　 ：許容貿易収支赤字

　　　亙　　 ：現実の貿易収支赤字

　上記３つの要因をＰ１垣でｄｅＨａｔｅし，（１）式を考慮すると投資関数は次のよ

うになる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～　　　　　 ～　　９）　　　主一ぴ１ ／１冗１・１６＋服、・・（Ｒ、・）／イ１〕十ぴ、（アーア）　　　　（４）

　　　ただし ，

　　　　　　１１
’１

　　　 冗Ｆ　ｐ１Ｋ
１

　　　 ～　　 ．　Ｅ　　　　亙
　　　ア，グ　　 ー一　　　　　　　　１〕 Ｋ１　　　Ｐ１Ｋ１

　　　 ヅ１　　要求利潤率

　　　 ぴ。，ぴ。： 反応係数

　（ｉｉ）消費財部門の投資関数

．消費財部門の投資は，Ｈ自部門の利潤率，齢消費財部門の輸出による利潤の

うち消費財部門に残される部分，りイソフレ制約の３つに影響されると考える 。

　～こついて

　我々のモデノレでは，消費財価格のみ変動し，投資財価格及び貨幣賃金率は変

動しないと想定している。したがって，輸出拡大をすれぽするはど消費財価格

は上昇し消費財部門のみ価格上昇による利潤を受げることになる 。（（２）式参照）

このような状況は，イソフレが間題にたらない場合は妥当する。しかし，イン

フレ体質をもち始めた経済では，消費財価格の上昇は他の価格を引き上げ，イ

ソフレを加遠化させることにたる。（いわゆるホームメイドイソフレ）このような

イソフレ加速を防止するためには，消費財価格上昇は許されず，消費財部門は

投資態度の変更をよぎたくされるであろう 。

　以下我々は，インフレが問題にならない場合は上記ｅ体），イソフレが加速化

する段階では上記ｅ飼りに投資は依存するものと考える 。

　上記３つの要因を記号化すると次のようになる 。

　←１７。＝Ｐ．ｒｒ〃Ｗ。

　鮒（１一〃）Ｐ。＊亙（Ｐ。＊）

　　　　　　　　　　　　　　　　（３２６）
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へ）１） 一１〕

　　　ただし

　　　１７。　 ：利潤

　　　Ｐ。　　 ：許容物価水準

　上記の要因をＰ．Ｋ。でｄｅＨａｔｅし，（２）式を考慮すると投資関数は次のように

たる 。

　　　炉小ＨＷ榔）・鮎
ｏ１６

ド・物（一）

　　　ただし

　　　 ～　Ｐ２　　　１〕＝
　　　　　１〕

　　　 ブ。　　 ：消費財部門の要求利潤率

　　　 ぴ。，ぴ。： 反応係数

３章　分　　　　　析

（１）（２）（３）式を考慮して（４）（５）を整理すると，次のように動学モデ ノレをまとめるこ

とができる 。

　　　ゑ
＝ぴ１

［１冗１（＆十畑、）十服、・・（Ｒ、・）／イ］

　　　　 十ぴ。げ一｛Ｒ〃６。 （９。十妬）一刃Ｒ。＊２（Ｒ。＊）｝］　　　　　　　（４）

炉ぴ・
／（１－１）蝋・戸）十・・１・劉刊イ

十物戸一ム／蝋・戸）舳叶幽・・刈
　　　　　ユユ）
え＝刃（９、一劉）

１　　 （・）

（６）

　（１）均衡解の存在と安定性

我火は，６
１＝ム、＝貞＝０を満たす解を均衡解とする 。（一を均衡解とすると，星

二ｇ。，刃が均衡解となる。）尚，イソフレ制約が消費財部門の投資に影響する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３２７）
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（即ち，似。キ０），均衡においても均衡消費財価格水準は，許容消費財価格水準よ

り高いと考える（即ち，戸＜｝）。

我々はまず，均衡解の存在を仮定して，安定性を論ずる 。

　今，（４）（５）（６）式を均衝解の近傍で一次のテーラー展開をすると次のようにたる 。

　　　６、：（ぴ１冗１一ぴ、Ｒ閉・、）（ポ星）

　　　　十刃（ぴ。冗１一ぴ。Ｒ閉６１）（９。一ｇ
。）

　　　　 十（ぴ１冗１９２ ＋ぴ１
〃１つ ＊６一ぴ２Ｒ吻６１９２ ＋ぴ２Ｒ２＊６）（刃一刃）　　　　　　　　（４）’

幽一（ぴｒ妾）半 （・一亘）

・（灼 一を）・・ｌ１（幽 一星）一（的言１）Ｒ炉（１－７）

　　　ズ＝一フ（ポ豆）凧９、一夏、）

　今，ゑ＝Ａ
，１
（＆ 一星）十Ａ

、、
（９
、一
星）十Ａ

，３

（刃一７）

　　　６、＝Ａ
、、
（劉一星）十Ａ

、、
（９
、一
星）十Ａ

、、
（卜７）

とおくと ，

　　　ス１１…ぴ。元１一ぴ。Ｒ〃６１

　　　Ａ。。…刃（ぴ。冗。一ぴ。Ｒ舳６。）

　　　Ａ１。…ぴ１冗１９。 十ぴ。地＊８＋似。（Ｒ。＊トＲ ．６１９。）

（５）’

（６）’

ムー（ぴ・一篭）￥

ん・一（ぴｒ篭）鮎

…一
一（ぴ・一蓑）Ｒ

炉
　ここで，我々は次のような仮定をおく 。

　仮定　〔ｉ〕　 ぴ。 は十分大きい

　　　　〔ｉｉ〕Ｒ 。＊２＞Ｒ閉０１９。

　　　　〔ｉｉｉ〕”、＞竺・

　　　　　　　　　０２

　仮定〔ｉ〕は，国際収支制約が投資財部門の投資に大きく反応することを示

す。 我々のモテ ノレでは 〃。 が動学体系の安定性を規定すると考える 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３２８）
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　仮定〔ｉｉ〕は，消費財部門の投資需要を満たすのに必要な資本中問財の輸入

額より ，少なくとも輸出額は大でなげれぱならないこと，すなわち，輸出額に

は下限があることを示す。我々は，ある一定発達した途上国を想定しているか

ら， この仮定は妥当するであろう 。

　仮定〔ｉｉｉ〕は，イソフレ制約の消費財部門の投資への反応は，利潤率のそれ

への反応より常に小さいことを示す 。

　以上の仮定をおくと ，

　　＾。＜０，Ａ。＜０，Ａ。＞Ｏ

　　ん。＞Ｏ，ん。＞Ｏ，Ａ 。。＜Ｏ

となる 。

　安定のための条件は，次の４つからたる 。

　　（１）　一（Ａ １１ ＋Ａ２２）＞Ｏ

　　（２）　一刃Ａ２３＋Ａ １１Ａ２２一五 ２３Ａ１２ ＋スＡ １３＞Ｏ

　　（３）　刃（Ａ
１１
Ａ２３－Ａ

２１
Ａ１３＋Ａ

１２
Ａ２３－Ａ

１３
Ａ２２）＞Ｏ

　　（４）　一（Ａ
１１ ＋Ａ ２２）（一スＡ ２３＋Ａ １１Ａ２２－Ａ ２１

Ａ１２ ＋刃Ａ １３）

　　　　　一刃（＾。ん。一Ａ ．１Ａ１。十Ａ．Ａ。。一Ａ １。ん。）＞０

　（１）式について

（・）式の左辺 一ぴ・・一・１一
舳十（ぴ・一麦）・刈であるかい・１こ注目する

と， 仮定〔ｉ〕より（１）の条件は満たされる 。

　（２）式について

・１・・ｒ・ ・１＾・一（卯 一ぴ・・一・１
）（ぴ・一言１）鮎 一（ぴ・一簑）午 ・（ぴ１１一

ぴ２
Ｒ閉ｏ１）＝０となるから（２）式の条件は満たされる 。

　（３）式について

（・）式の左辺一・（吋戸 ・ｌ１（ぴ１１ｒ曲１
）（一青）

一÷／舳星十淋舳・（即・一…１
星）／＋１（ぴ１１一ぴ・・一・・

）（ 祭）

一／ぴ１元１９。 十ぴ１眠。＊８＋ぴ。 （Ｒ。＊トＲ 〃６１９。）

　　　　　　　　　　　　　　　　（３２９）
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［］内を ぴ。 について整理すると

　　１ぴ・／・…一・
一・・
（号・星）／・
亨Ｍ星・届）一脇１

となる・均衡においても貿易収支は赤字であるから…＊卜・一・１
（号・幽）＜叫

Ｒ吻６・ （９・十妬）一 服・＊２＞０とたり ，ぴ、 の係数は正であるから（３）の条件は満た

される 。

　（４）式について

　（４）式の左辺を整理すると

　一（Ａ・・十五 ・・）（Ａ ・・五。。一ん。Ａ。。）十岬 、、Ａ、、一ス 、１Ａ、、十ス 、１Ａ１、一Ａ １，Ａ、。）。 五１１Ａ、、

一五 ・・Ａ・＝０であるから，Ａ 、、Ａ、ザＡ １、ス１。 十ス 、１Ａ１ザス 。、五、３の符号をみればよ

い。 ぴ。 の係数に注目すると

Ｒ一・・ （・・＊ト・一・１
夏・）ぴ２

・ぴ曲１
星・（ぴ・ 麦）Ｒチ１ １五・・ト・…（言・十

・）ト とた１ ・仮定／ｉｉ〕よ／ぴ。・ の係数は正，仮定／ｉｉｉ〕よ１・、 の係数

も正となり ，（４）式の条件は満たされる
。

　以上，（１）（２）（３）（４）式いずれの条件も満たされ，安定性が証明された 。

　次に，正で一意の均衡解の存在を証明する 。（４）（５）（６）式を三、＝０，三、＝Ｏ，三＝０

とおいて整理すると

　　（１＋砺（舳 一ぴ。Ｒ。・、）＝一・１（腋、・ト汽）一・、（デ十源、・・）　　（７）

　　 （１士ヂ）劉榊１一一ぴ。１（１－１）・。・卜乙１一ぴ、（戸一戸） 　　 （・）

　（７）式より

　　　　 一一　　　　　１　　　　　　　 一　　　 ～　　　　 一　 一　　 （１＋刃）劉＝
、冗１一ぴ、

Ｒ”、１１一ぴ・（服・＊・一汽）一ぴ・（ア・刃Ｒ・＊・）／ 　（・）

仮定〔ｉ〕より ，（９）式の右辺は正となり ，（１＋刃）９。＞０となる。ゆえに，７が

正で一意に存在することが証明されれば，９。も正で一意に存在することがわ

かる 。（９）式を（８）式に代入して整理すると

　　　　　　　ぴ３Ｒ〃ろ。　　　 一　　～　　 ～一　　　
万＝ぴ・冗ｒ

曲・｛一ぴ・（畑
・＊
二■ブ・）・二（二十畑

・＊９）｝

一ぴ。｛（１－４）Ｒ。＊２イ。｝一”。（Ｐ－Ｐ）

　　　　　　　　（３３０）
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分子は正であるから，分母が正であれぼ，刃＞０とたる。我共は，Ｐ＜１〕 を想

定しているから

　　　（１一〃）Ｒ。＊９＜プ。 　　　　　　　　　　　　　　　¢◎
を仮定すれば，分母も正となり刃＞Ｏとなる 。口◎式は，消費財部門の要求利潤

率の下限を示す。以下，¢◎式が成立すると仮定する。以上，均衡解が正で一意
　　　　　　　　　　　　　　　１２）
的に存在することが証明された 。

（２）比較動学

ゑ＝０，ゑ、＝０，亘
、：ゑとおいて（４）（５）を全微分すると

（１＋刃）（ぴ１冗一ぴ２Ｒ刎ｏ１）６９１＋｛ぴ１ （冗１＆十眠２＊８）十ぴ２（Ｒ２＊３－Ｒ刎ｏ１９１）｝〃

　：一 加（１＋７）（ぴ１６＋ぴ２）６Ｒ
２＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・…（４）’

（ぴザ麦）… １１

巾一（吋）窄 冴

一一・（１＋・）・・（１－１）一か戸 ・…（５） ‘

　　　　　　　　　　加
　　　　　　　　　　７
　　ただし一…淑、・
　　　　　　　　　　■瓦ズ

　３ １１６９１＋Ｂ１２〃＝Ｂ１３♂Ｒ
２＊

　Ｂ２１６９１＋Ｂ２２〃＝３２３６Ｒ
２＊

とおくと

　　Ｂ１１…（１＋刃）（ぴ１冗一ぴ２Ｒ閉ｏ１）

　　Ｂ１２…ぴ１ （冗ｇ１＋服２＊６）十ぴ２ （Ｒ２＊８－Ｒ閉６１９１）

　　Ｂ。。＝一刃９（１＋万）（ぴ。乏十ぴ。）

　　～…（的書：）鮎宇

…一
一（ぴ・一簑）竿

……
一・（１・・）／ぴ・

（１－１）一簑
（３３１）
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」…

Ｂ１． Ｂ。。

Ｂ。。 Ｂ。。
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＝Ｂ１１Ｂ．２－Ｂ。。
Ｂ。。 とおくと

仁（ぴ・一篭）・峠刃１一（ぴ・１１一ぴ・
・一・・）麦ｒぴ・ （１１星十眠…）１

　　　　　　　　　　　一ぴ。 （Ｒ。＊トＲ刎６１９１川

１｝内を ぴ。 で整理すると ，

　　 ぴ。｛Ｒ閉６１（１＋刃）９ｒＲ。＊９／一ぴ１ １冗。９１ （１＋刃）十乏Ｒ。＊剛

仮定〔ｉ〕より

　」＞０となる 。

　　　　Ｂ。。 Ｂ。。

　」Ｒ、ホ…　　　　　＝Ｂ１３Ｂ３２－Ｂ３３
Ｂ１。 とおくと

　　　　Ｂ。。 Ｂ。。

伽一・（１・・）（ぴ・一 篭）（ぴ１
ｌ・ぴ・）半 ・１ぴ・冗１星・眠…

　　十ぴ。（Ｐ。＊８－Ｒ刎６．９。）一２（１＋刀）ぴ。歩｛ぴ１冗、９。十牝＊２＋ぴ。 （Ｒ。＊トＲ刎６１９。
）／

（３）

♂麦
。

服。＊

〔１〕

〔２〕

〔３〕

　結果

　」Ｒ、ホ＝　　　より ，次のようた結果をえる 。

　　」

　ぴ。＝Ｏの場合

（ｉ）・＜一１の時 齢＜・

（ｉｉ）・・一１の時 齢・・

　ぴ。キ０，〃＝０の場合

（ｉ）・・一１の時 齢・・

（ｉｉ）１・一１の時
娩。・・

　ぴ。キ０，≠：０，刀＜一１の場合

（ｉ）ぴ・ が姜 よ１＋分大きい時 齢・・

　　　　　　　　　　　　　（３３２）



　　　　　　　発展途上国の開発政策と経済成長（本田）

（ｉｉ）的が簑に近い場合 　鈴・・
１３

４章結　　　　論

　（１）

輸出の価格弾力性が 一１より大きい場合イソフレ制約のいかんにかかわりな

く， 輸出価格の下落による輸出政策は，経済成長にマイナスである 。

　これは輸出価格の下落による実質輸出額の減少によっ て， Ｑ投資財部門にお

いては国際収支制約が投資を落とし，　消費財部門においては供給過剰によっ

て消費財価格か下落，利潤率の低下が投資を落とすというメヵニスムが働らく

からである 。

　このことは特に，一次産品にのみ依存して輸出政策を進めた段階の発展途上

国にあてはまる 。

　（２）

　輸出の価格弾力性が 一１より小さく ，イソフレ制約がない場合，輸出政策は

経済成長に有効である 。

　これは，輸出価格の下落によっ て実質輸出額が増加し，Ｑ投資財部門の国際

収支制約が緩和し，◎消費財部門では超過需要による消費財価格の上昇が利潤

率を高め，経済成長を高めるのである。ここに，輸出志向型開発戦略の妥当性

の根拠をみることができる 。

　（３）

輸出の価格弾力性が 一１より小さく ，イソフレ制約がある場合，さらに２つ

に分げて考えることができる 。

　（イ）漸進的工業化を推進する場合，輸出政策は経済成長に有効である 。（口）しか

　　　　　　　　　　　　　　　　（３３３）
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し， 急速な工業化を実現するため，投資財部門への重点的資金配分を行う時 ，

輸出政策は経済成長に有効でたい場合が生じる 。

　輸出価格下落によっ て実質輸出額が増加すると，投資財部門では，利潤率の

上昇，国際収支制約の緩和によっ て一時的に投資はふえる。一方消費財部門は ，

利潤率の上昇にもかかわらず，超過需要による消費財価格上昇がイソフレ制約

をもたらし，投資はあまりふえない。その結果，二部門問の不均衡を伴う国際

的収支制約が大きた要因となって投資部門の投資が落ち，結局経済成長はマイ

ナスになるのである 。

　（４）

　イソフレ制約，急激な工業化政策にもかかわらず輸出志向の経済成長が有効

であるためには，両部門の要求利潤が低い，許容貿易収支赤字が大きい，許容

物価水準が高い，等々の条件が必要である。事実，屯／房１＜ｏ，屯／碗＜０ ，

＿　　 ～　　　　 ＿　　～　１３）
♂９１／６ア＞０，６ｇ．／♂Ｐ＞ｏである

。

　このようた条件のもとに，輸出主導の経済政策を推進してきた国のひとつが

韓国であると思われる 。

　（５）

　以上のことから，政策的含意として，発展途上国にとっ て輸出拡大は必要で
　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
あるが，それをテ コとして工業化政策を急速に推進すべきではないという結論

を得る。即ち，発展途上国にとっ ては，自国の伝統的産業や消費財産業の育成

を先行させ，それを基礎にした投資財産業の育成が重要であるということであ

る。 したがって，先進国の発展途上国への経済援助のあり方も，この方向にそ

って行われるよう再検討されるべき段階にきていると言えるであろう 。
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１）

２）

３）

４）

５）

６）

７）

８）

９）

１０）

　韓国をはじめとするＮＩＣｓの経済開発を論じた文献として，〔３〕〔４〕〔６〕〔１０〕

参照 。

　発展途上国の経済成長と安定について論じたものとして，〔５〕〔７〕参照。特
に， 輸出主導の経済政策と経済成長の関係を論じた文献として，〔１〕及び〔７〕の

１章，５章を参照 。

　資本捗成に注目してＮＩＣｓのマクロモデルを構築したものとして，〔２〕参照 。

　以下，輸出主導の経済政策は，輸出価格を引き下げることによっ て行われると

想定する 。

　この政策によっ て工業化政策は推進されると考える 。

　本稿で利用する動学的アプ ローチについては，〔８〕参照 。

　開放経済を想定し投資関数の特定化について論じた文献として，〔９〕の３章を

参照。以上我々は，投資のイソセソティブの指標として利潤率，投資制約要因と

して資金供給を考え，投資関数を特定化する。即ち，たとえ利潤率が高くても ，

国際収益制約やイソフレ制約が生じると金融当局は資金供給を縮小さ笹，当該部

門の投資にマイナス要因として働らくのである 。

　〔９〕の３章では，正常利潤率という言葉を使っている 。

　我々はここで，輸出額の移転分も利潤の一種とみたし，これと自部門の利潤の

和から利潤率を計算し，この利潤率と要求利潤率の差が投資に影響すると考え

る。

　注９）を参照 。

１１）

哨川一螂云竿 一雛
一量）一１（馳

一・）をえる 。

１２）　ここでは ぴ４キ０であるが ，

　ことは明らかである 。

ぴ４＝０の場合でも正で一意的な均衝解が存在する

（３３５）
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　　　　６９１　劣　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉１
　１３）　丁一　　　とおくと ，」三＝ぴ１ Ｂ２２＜０より　　＜Ｏ
　　　　 ｄヅ。　」　　　　　　　　　　　　伽
　　　　６９１　硲　　　　一；一＝　　　とおくと　　」ら二一ぴ３

Ｂ１２＜０

　　　　〃。　」

　　　　３９１　仰　　　　丁一　　　とおくと　　」ア＝ぴ４
Ｂ１２＞０

　　　　３Ｐ　　」

　　　　６９１　」７
　　　　　～一｝とおくと　　」７＝一ぴ２Ｂ２２＞０
　　　　〃　　」

　１４）　ここで工業化政策とは，投資財部門の育成（一般には重化学工業化）を示す 。

（３３６）


